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SAH Enjoy Powder Snow 24−25 5■石狩 / 札幌 はじめてスキー入門 ①

事業名 Enjoy powder snow in はじめてスキー入門

助成内容 指導者謝金１名・運営費一部+広告費

日時 2024年12月28日（土）9：00-15：00

場所 札幌市 手稲山スキー場

参加者
参加人数 小学生４名（石狩市在住３名・札幌市在住１名）

募集対象 石狩市と札幌市在住の初心者の小学生 定員10名

活動内容
詳細

①開始式（挨拶・本日の流れ、内容の確認）

②準備体操・ストレッチ

③スキーブーツの履き方

→しっかり履けていることを確認できたらブーツで歩く・走ることを行い、ブーツに慣れてもらう

④ストックの使い方

→どのように持つ、扱うかを伝えてからストックを持って歩く。

⑤スキー板の履く外す

→ビンディングがどうなっているか理解してもらい、そこから自分で履く・外すなど行う。その後、片足だけで

スキーを履いた状態でバランスをとって滑ったりする。

慣れてきてバランスが取れるようになってきたら両足履いてもらい、緩やかな斜面を登る（カニ歩き）、

向きを変えてまっすぐ滑る、転んでからの立ち上がり等を行う。

⑥ゴンドラ・リフトに乗ってコースを滑る

→最初は怖がっている子もいたが、徐々に慣れてきて滑ることはもちろんのこと、止まる・曲がるということ

ができるようになっていた。

今回、「初めてスキーをやる」「スキーに不安などある」といった子ども達に向けての教室で、どんな子でも

スキーを楽しんで滑ってもらう、一つでもできることが増え、それが自信となって学校の授業などにも繋げ

てほしいということを目的としている。

当日は参加者の中には生まれて初めスキーをやったという子ども（小学１年生）がいて、最初多少苦

戦はしていたが、最終的には一人で滑る・止まる・曲がるまでできるようになり、保護者の方もとても喜ん

でいた。小学４年生のスキーがとても苦手な男の子は、今回参加して「これなら学校の授業でも大丈

夫」とかなり自信になっていた。今回、少数でのスクールとなったが、その分、コミュニケーションをしっかり

取ることができ、一人一人に対して手厚くサポートすることができた。参加者・保護者からとても満足度

の高いものを提供できた。

告知募集
方法

期間 : 11月18日（月）～12月23日（月）
方法 : ホームページ・SNS（Instagram）・各教室時チラシ配布



SAH Enjoy Powder Snow 24−25 66■石狩 / 札幌 はじめてスキー入門 ①



SAH Enjoy Powder Snow 24−25 77［石狩 / 札幌］はじめてスキー入門 ② ③

事業名 Enjoy powder snow in はじめてスキー入門

助成内容 ３名指導者謝金・運営費一部+広告費

日時
A日程：2025年1月7日（火）13：00～14：30
B日程：2025年1月9日（木）10：00～11：30

場所 石狩市ふれあいの杜子ども館・石狩ふれあいの杜公園内

参加者

参加人数 A日程：1年生14名、2年生1名（男女比10：5）
B日程：1年生15名（男女比7：8）

募集対象 石狩市と札幌市在住の超初心者の小学生 定員各会15名

活動内容
詳細

・スキー板等のギアの説明、スキーウェアの正しい着方など本当に初めての子どもを対象にした講座から

スタート

・歩くことから初めて公園の傾斜でまっすぐ滑るのみ

・嫌悪感を抱かないように注意しながら少し物足りないくらいでスキー意欲を高めることが一番成果とな

るように少し簡単すぎるくらいで導入のハードルを下げるように指導

・保護者目線として「スキー経験がなく教えられない、スキー文化がなかった、小学校のスキー授業で困

らないように」というニーズに答えられるように参加者を超初心者として限定した

スキーギア説明・ウェアの着方指導

片足のみスキーで歩く

両足スキーで歩く

緩斜面でまっすぐ滑る

告知募集
方法

期間 : 2024年11月22日～2025年1月6日
方法 : HP、館内掲示、インスタグラム

A日程 1月7日 B日程 1月9日



SAH Enjoy Powder Snow 24−25 88■石狩 / 札幌 はじめてスキー入門 ② ③



SAH Enjoy Powder Snow 24−25 9■苫前三角点スキー場

事業名 SAH ENJOY POWDER SNOW in 苫前三角点スキー場

助成内容 参加費無料＋運営費の一部

日時 2025年2月3日（土）18：00～20：45

場所 苫前町三角点スキー場

参加者

参加人数：幼児、小中高生55名 保護者48名 計103名 募集定員：70～100名

年齢層：乳幼児から未就学児、小中高生、保護者ならびに一般者まで

居住エリア：苫前町の他、羽幌町、小平町など近隣町村

活動内容
詳細

「誰でも気軽に雪山にきて遊んでもらうこと」をコンセプトに、参加者も観客も皆が楽しめるイベントを通

じて、スキー・スノーボードなどウィンタースポーツを始めるきっかけづくりと振興につなげることをねらいとし

て行うもので今年で4回目の開催となる。

ベントプログラムとしては、①スキー・スノーボードのポール滑走（40名参加） ②怪獣着ぐるみレー

ス（6名参加） ③おしり滑り競争（59名参加） ④おもちまき・駄菓子まき（全参加者103

名）を実施。ポール滑走、怪獣着ぐるみレース、おしり滑り競争の参加者には、主催者側で用意した

お菓子、普及振興事業スポンサーからご提供いただいたパックジュース・牛乳をお配りした。イベント終

盤は全参加者でおもちまき・駄菓子まきを行い大いに盛り上がった。イベント当日は、気温-2℃、風も

なく大変穏やかな天気の下で事故やトラブルなく無事にイベント開催ができた。

今回で4回目のイベント開催となるが、多くの方々に来場していただき楽しんでもらえている地域内で

は唯一の冬のイベントであるので、関係各所の応援・協賛を得ながら今後も継続して行っていきたい。

告知募集
方法

期間 : 2024年12月16日から2025年2月3日まで
方法 : 町内社会教育施設でのポスター掲示、苫前町SNS、苫前スキー連盟SNS



SAH Enjoy Powder Snow 24−25 10■苫前三角点スキー場



SAH Enjoy Powder Snow 24−25 11■沼田町 第75回町民スキー大会

事業名 SAH Enjoy Powder SHOW!! in 沼田町 第75回町民スキー大会

助成内容 講師謝金・旅費交通費・借り上げ料・消耗品等

日時 2025年2月9日（日） 9：30～15：30

場所 ASIMOI KANKO 高穂スキー場

参加者
就学前 6名/1～6年生 29名/中学生 ４名・スノーボード 3名 募集定員：50名

スノーラフティング 60名/雪中バレーボール・運動会 34名   延べ136名

活動内容
詳細

大回転の部・8の字滑走の部（組別でラップ）

大回転の部 （個人タイム差）

■大回転の部組分け

Ａ組（小学生未満女子） Ｂ組（小学生未満男子） Ｃ組（小学１～３年生女子）

Ｄ組（小学１～3年生男子） Ｅ組（小学４～6年生女子）

Ｆ組（小学４～６年生男子） Ｇ組（中学生以上女子） Ｈ組（中学生以上男子）

Ｉ組（スノーボード女子） Ｊ組（スノーボード男子）

今回は、オリンピアの加藤大平さんをお招きしてのスキー大会となりました。ジャンプ台はご用意できま

せんでしたが最初の滑走をしていただき、子どもたちは間近でプロの滑りを見ることができて、目を丸くし

て感動していました。近くで子どもたちに声をかけてくれたり、その場で指導してくれ今後の目標や励み

になったと思います。また、就学前の大会に参加できない子には、スノーストライダーを用意して体験会

をしました。幼児期からバランス感覚も身に付き、ロッジで待つのではなく冬の遊びの楽しさも知ってもら

えたと思います。

午後からは、スキー・スノ―ボード無料レッスンの他に、N-link.の方で『大人の雪中バレーボール大

会・雪中運動会』を合わせスポーツ大会を実施しました。大人5チーム34名が集まりバレーボール、綱

引き、大縄跳び、ムカデ競争、玉入れ、リレーと盛りだくさんでおこないました。まさかの！加藤さんも地

元のスキー連盟の方と参加していただき盛り上げて下さいました。

会場では、幼児～大人までの殆どの方がゲレンデに降りてきて、冬の競技や身体を動かす楽しさ、見

るスポーツとしても多くの方に見学・体験していただきました。

寛大な加藤さんに、会場内も驚いていました。子ども達にも指導者にもスタッフにも大人気で皆さん大

変喜んでいました。帰り際には「一緒に滑ろ～。」と小学1年生に誘われていました。一人一人に修了

証を手渡ししていただき、終わってからもサインや写真などお願いされ快く受けていただけて会場内も

ほっこりしていました。

加藤さんからは「地元の和寒町とほぼ同じ人口ながらスタッフの方々の充実具合が凄く驚きました。」と

ご連絡いただきました。小さい町でも力を合わせ今後もウィンタースポーツを様々な角度から盛り上げて

いきたいと思います。

今回このような機会をいただきまして本当にありがとうございました。

告知募集
方法

期間 : 令和7年1月20日～2月９日まで（当日受付可）
方法 : 全戸配布、小中配布、北空知新聞、北海道新聞、沼田町スキー連盟SNS



SAH Enjoy Powder Snow 24−25 12■沼田町 第75回町民スキー大会



SAH Enjoy Powder Snow 24−25 13■沼田町 第75回町民スキー大会



SAH Enjoy Powder Snow 24−25 14■インクルーシブ イン モイワヤマ

事業名 Enjoy powder snow インクルーシブ イン モイワヤマ

助成内容 パラリンピアン依頼費用+参加費無料+運営費一部 (パラリンピアン狩野 亮)

日時 2025年2月22日（土）

場所 札幌藻岩山スキー

参加者

参加人数：６名 ＋ 保護者等

年齢層：小、中学生 男女比：８対２

居住エリア：札幌市

活動内容
詳細

障がいがある子供たちに安心してスノースポーツを楽しむきっかけづくりをするレッスンを実施しました。肢

体不自由、または自立してのスキーが難しい子供達には、バイスキー（チェアスキー）を使用して雪山

を楽しんでもらうことと、支援が必要な障がいのある子供たちには、ボランティアの手助けをもらいながら、

無料レッスンを行いました。

同日、当団体で別途行っているオリンピアンと滑る健常者スキーレッスンの子供たちとのふれあいスキーを

行いました。「雪の上で笑顔で楽しい」は、障がいがあるなしに関係ないというインクルーシブな気持ちを

目指し行いました。

また、パラリンピアンの狩野亮氏にゲスト講師で来ていただき、雪上での触れ合いと、ポール滑走など一

緒に滑っていただきました。

ウインタースポーツの可能性を障がいのある子供達、健常者の子供達に直接感じていただけたと思いま

す。北海道スキー連盟地域連携普及振興事業の助成対象に選ばれたことで、バナー貸与や雪印飲

料水の提供が受けられ、大変有意義なイベントとなりました。

告知募集
方法

期間 : 1 月 15日（水）～2 月 18 日（土）  方法 : NPO 法人サッポロモイワスポーツクラブ 
HP



SAH Enjoy Powder Snow 24−25 15■インクルーシブ イン モイワヤマ



SAH Enjoy Powder Snow 24−25 16■小樽

事業名 Enjoy powder snow in おたる ～ 武田竜チャンピオンとあそぶ、滑る！

助成内容 運営費一部

日時 2025年2月24日（月・祝）

場所 朝里川温泉スキー場

参加者
参加人数：59名
内訳：初心者 年長児～小学校低学年 14名、上級者 小学校高学年～高校生 19名

保護者 26名

活動内容
詳細

「アイスブレイク（会場／スキー場内ガルチックハウス２Fホール）」

講師と参加者全員でジャンケンゲーム、ジャンケンストレッチ、ジャンケン列車で遊び、集合写真を撮影

「初心者の部（会場／スキー場各コース）」

片岡美香さん（SAJ技術員）をチーフに各先生方を配置しスキーレッスンを行いました。

停止の練習から左右への荷重移動、上体のバランスを使ったあそびを通じて全員で楽しみました。武田

竜さんと初中級者向けのコース、イエローコースで各自スピードをコントロールしながらプルークボーゲンで滑

りました。体のコントロールの仕方を学ぶように、遊びながら、楽しみながらスキーをするように指導されてい

ました。後半は上級者コースにチャレンジし、最後にはきれいにつながってトレーンをすることが出来ました。

「上級者の部（会場／スキー場各コース）」

片岡浩一さん（SAJ技術員）をチーフに竜さんのお兄さん力さんと技選の上位を目指す侑駿さんが講師

として担当しました。竜さんは各班を回り指導する体制を取りました。斜面変化によるポジションの変化に

ついて全体指導後、上級者向けのコースを滑りました。午後にはプルークスタンスで脛を前へ出しながらトッ

プ方向に圧を掛ける練習を行い、急斜面を滑りました。基本である外側をしっかり踏む事、スキーのトップ

方向に荷重することを重点的に練習し、受講生は楽しみながら真剣にスキーに取り組んでいました。

「保護者の部（会場／スキー場内ガルチックハウス２Fホール）」

武田竜選手のトレーナー小柳利哉さんの講演内容一部抜粋

野外で行われるスポーツ "スキー” は、様々な自然条件下でバランス能力、判断力を鍛えることが出来、

成長を続ける子どもたちに脳、神経そして身体全体に大きなプラス効果をもたらしています。そして、自信

を築き、チャレンジを克服し決意を達成するまでの気持ちを育むことが出来ます。それには楽しむことが大

切です。「やれるよ」「できるよ」とチャレンジを促し、達成感を味わい、自信をつけることが出来ます。

＊参加者（保護者）は講演会途中、簡単な体操を通じてイメージと体の運動について体験しました。

各部ごとに担当者とともに、今回の経験を言葉にまとめ、これからのスキーをイメージして体験の沁み込ま

せを行いました。

＜成果と結果＞

・小樽は、スキー界の一流選手が多数輩出、在籍し、スキー王国であることをPRすることが出来ました。

・小樽スキー連盟加盟校4校がコミュニケーションを取りながら事業を実施することが出来ました。

・初心者、上級者、保護者、トップデモをつなぐ事業を行う事で繋がり、絆を感じてもらうことが出来ました。

・初心者の部のレベルが高く全員がつながって滑ることが出来ました。参加人数を増やすことが出来ました。

・技術選、デモ、スキーに対する市民の認識が想定よりも低く、事業継続し啓発する必要性を感じました。

・スキー用具、リフト料金の高騰によりスキー離れが進んでいます。初心者とその家族へのスキー教育活動

の重要性を感じました。



SAH Enjoy Powder Snow 24−25 17■小樽



SAH Enjoy Powder Snow 24−25 18■中川町

事業名 Enjoy powder snow in 中川・スノーフェスタ

助成内容 パラリンピアン依頼費用+参加費無料+運営費一部 (パラリンピアン狩野 亮)

日時 2025年3月2日（日）

場所 中川町 町民スキー場

参加者
参加人数：60名

内訳：幼児・小中学生 30人 保護者・町民 20人 スタッフ 10人

活動内容
詳細

開催前日まで気温の上昇によりスキー場の状態を危惧しておりましたが、イベント当日の気温は丁度

良く、多少風が強く吹く時もありましたが決行に問題ないコンディションで開始することができました。

ゲートチャレンジでは、日頃の成果を発揮しようと意気込む子や緊張している子が見られ、スタートの合

図と同時に真剣な顔つきで向き合う姿と終わった後の安堵の笑顔が胸を熱くいたしました。スノーモービ

ルや遊び場、レクリエーションタイムでは保護者、中川町スキー連盟指導員を始め、沢山の町民の方々

に支援をいただき中川町としての関係性も深まったと感じています。特にスノーモービルは、予定の台数

より多くの方がご厚意で子どもたちのために協力をしてくださいました。

宝探しで動き回った後に豚汁を食べ、閉会後には来年のイベント内容を提案する貴重な声もいただき

ました。

今回、初めてのイベントで模索しながらの開催でしたが、町民の皆様からは大変反響をいただきました。

町外からも足を運んでいただき、中川町の子どもたちにとってウィンタースポーツをはじめ外での活動が身

近なものとなる契機にできたのではないかと自負しております。

今後も運営側各々で課題に向き合い、町に根付いたイベントとなるよう努めて参ります。



SAH Enjoy Powder Snow 24−25 19■中川町



協力事業



SAH Enjoy Powder Snow 24−25 21■枝幸三笠山

事業名
Enjoy powder snow
第33 回稚内しんきんウィンターフェス2025 in 枝幸三笠山

日時 2025年1月26日（日）9：20 ～ 14：30

場所 枝幸町三笠山スキー場

参加者
参加者： 124 名（スキー39 名、スノーボード8 名、宝探し77 名）、幼児から中学生まで
指導者・運営者： 30 名

活動内容
詳細

今シーズンより、過去2年間エムスクで実施した「Enjoy Powder Snow 事業」と、稚内信用金庫が

地域貢献事業として32年間実施していた「稚内しんきんスキースクール事業」をコラボし、新たにSAH

Enjoy powder snow を看板に「ウィンターフェス事業」として開催する運びとなりました。

活動内容内容はウィンターフェスらしく従来のスキ一種目だけではなく、スノーボード種目や雪中宝探し

ゲームなどのレクリエーションも加え、冬の一日をスキー場で楽しく過ごしていただきました。

親子連れの参加者も多く見られ、イベント後もスキー場を利用される姿が見受けられました。

告知募集
方法

12 月に募集告知チラシ＆参加申込書を町内の小学校を通じ児童に配布するともに、町内全域の家
庭にポスティングしました。 
エムスクのホームページやフェースプック、インスタに、また稚内信用金庫ホームページにも掲載し周知を
図りました。
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事業名 第11回こまどりCUP ～ Enjoy powder snow in こまどりスキー場

日時 2025年2月9日（日）10：00 ～ 15：30

場所 稚内市こまどりスキー場

参加者
参加者： 参加人数49名＋保護者（幼児～成人 男子36名、女子13名）
居住エリア：稚内市、豊富町、幌延町、枝幸町、深川市、札幌市、帯広市

活動内容
詳細

幼児～成人までを対象としたGS種目とジャンプ種目のスノーボード大会を開催した。

地元スノーボード協会で取り組んでいるスクールの一環としてスクールの生徒の参加と一般募集をしたと

ころ49名が参加した。スキー場指定管理者である（株）稚内振興公社と総合型地域スポーツクラブ

を運営する（一社）みどりスポーツクラブわっかないと共催することにより、多方面に周知もでき参加人

数の増加に繋がったと考えられる。

今後も地域密着型の事業やスクールを充実させスノーボードの普及拡大に努めていきたい。

告知募集
方法

1月25日からポスターとSNSで告知
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事業名 Enjoy powder snow 雪育フェスIn留萌

日時 2025年3月30日（日）9：30 ～ 13：00

場所 留萌市 神居岩公園（スキー場跡地）

参加者
参加人数：78名+保護者150+スタッフ関係者30名+一般参加30名 300名程来場
年齢層：未就学児、小学1年生～小学6年生、中学生 男女構成比：5対5
居住エリア：留萌市、増毛町、小平町、旭川市、札幌市、遠軽町

活動内容
詳細

小学高学年、中学生の参加もあり。幼児から小学生はもちろん、今回はフェスをイメージして市内飲食

店による海鮮ブースやキッチンカーの出店もあり、幼児から高齢の方まで三世代層をターゲット対象に、

アルペンスキー、クロスカントリースキーの両方の体験やアトラクションとしてバナナボート、また市内sup団

体とのコラボによるsupボード雪上体験の冬遊びの機会と雪に親しむ環境を幅広く設け、スキーの楽しさ

を知り「スキーをもっとやってみたい！」の気持ちを育んでいく事で、地域のスキー人口の増加に繋げたい

思いから、地域で活躍する大人から雪の遊びを大人も一緒になり楽しむ事ができた。

アルペンスキーでは多様なゲートを通過するコースを設定し遊びに繋げる事ができた。

クロスカントリーでは、北欧のような春の陽気な天候の中、景色を自分のペースで楽しむ事ができ好評で

あった。

バナナボート体験は子ども達の歓声が多く、乗り物が大好きな様子。

Supボード雪上体験では、普段海の上で行う概念を覆し、雪の上でも楽しめるを実現し、参加者から

は例年通り人気アトラクション。

たくさん遊んだ後や休息の間の飲食ブースも好評で、地元人気店の海鮮丼や海鮮おにぎりなど地元な

らでは演出と、キッチンカーにおいてはフ参加者からイベントへの満足度も高まっており、色々な視点から

の工夫により、雪に親しんでもらえた。

また、指導員やアルペン、クロスカントリーの指導者からのワンポイントアドバイスなどで、それぞれのカテゴ

リーに沿った内容で技術向上にも繋がり、今後の地域のスキー技術向上にも期待が持てるないようと

なった。

告知募集
方法

期間 : 3月4日(月)～3月11日(月)まで
方法 : スポーツイベント.comホームページ、スポーツセンター掲示、公民館掲示、各小学校配布

マチコミ配信
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